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健都をもっと

しってほしい！

令和７年（2025年）２月５日（水）
シティプロモーションアドバイザー会議資料
健康医療部健康まちづくり室



健都とは

医療イノベーションと新しいライフスタイルで健康寿命の延伸をリードするまち
 健康への意識を変え、新しいライフスタイルを創造する
 医療イノベーションにより「循環器病の予防と制圧」を実現する
 健康づくりと医療イノベーションの好循環で、地域の活力を創出する
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・国立循環器病研究センター、国立健康・栄養研究所の他、市立吹田市民病院や
ニプロ（株）、エア・ウォーター（株）など健康医療関連企業が集積。

特徴① 国内有数の研究機関や企業が集積

特徴② 多様なフィールド

特徴③ 市民が参加できるまち

・健康に「気づき」「楽しみ」「学べる」健都レールサイド公園・健都ライブラリー
・運動施設・病児・病後児保育施設等も入居している高齢者向けウェルネス住宅
・駅前商業施設 など

・市民が研究成果や開発製品･サービスの実証試験に参加
・新たなライフスタイルの創造を生み出すことに市民も参加
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健都での取組を推進するために

医療イノベーションの創出に向け、産学官民連携の取組を推進

・産学のマッチング促進
・産学官民の連携環境整備
・吹田市と摂津市から地域実証事業支援、健都ヘルスサポーター制度の運用を委託

一般社団法人 健都共創推進機構

健都ヘルスサポーター制度
・「LINE」を活用した市民向け会員制度
・地域実証事業の参加募集
・健康に役立つ情報、イベント案内などを発信

新しいライフスタイルの創造により健康寿命の延伸



健都ヘルスサポーターの登録者数アップ1
ミッション

地域実証事業をコンスタントに実施2
ミッション

3 健都フェスの参加者数アップ

ミッション
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健都を知ってほしい３つのミッション

健都の知名度を上げ、企業・住民を健都へ呼び込む
課題



健都を知ってほしい３つのミッション

ミッション１ 健都ヘルスサポーターの登録者数アップ

ミッション２地域実証事業をコンスタントに実施

ミッション３健都フェスの参加者数アップ
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1
ミッション
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 吹田市・摂津市がリリースしたLINEを活用した市民向け会員制度
 会員登録者に地域実証事業に参加いただき、ニーズ調査等を行う

企業・研究機関

健都ヘルスサポーターの登録者数アップ



1
ミッション
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総数 2,414人
ブロック数 416人

健都ヘルスサポーターの登録者数アップ



1
ミッション
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健都フェス2023

＋285名

健都フェス2024

＋161名

✓新規加入者はイベントのときに大きく増加
✓ブロック数は一定の割合で増加

ブロック防止のため
サポーター向けプレゼント
抽選会を実施（年２回）

賞品 当選人数 応募人数

すいたんマスコット １名 52名

摂津市癒しセット ２名 88名

タンブラーペアセット ２名 93名

ミャクミャクマグカップ １名 82名

国循かるしおランチボックス ５名 90名

健都ヘルスサポーターの登録者数アップ

プレゼント集めに苦労しているが…



5,000人

9

健都ヘルスサポーターの登録者数アップ1
ミッション

目標

多くの市民に新たなサービスを体験してほしいし、実証に参加できる人数が多いと

企業にアピールできるため多くの登録者がほしいが…
（参考）神戸医療都市産業推進機構のヘルスケア市民サポーター 約3,000人

担当者の



健都を知ってほしい３つのミッション

ミッション１ 健都ヘルスサポーターの登録者数アップ

ミッション２地域実証事業をコンスタントに実施

ミッション３健都フェスの参加者数アップ
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２
ミッション

一般社団法人 健都共創推進機構へ業務を委託

 地域実証事業の運営支援
地域実証事業とは、企業・研究機関・大学等による健康･医療に関する製品・サービスの
開発・有効性の確認等を目的とする実地の事業

 健都ヘルスサポーター制度の運用
実証事業への市民参画の推進及び市民の健康に関する意識・行動の変容に資する情報の発信

 委託料は吹田市と摂津市から支出

地域実証事業をコンスタントに実施



２
ミッション

令和４年度 令和５年度 令和６年度

東和薬品
匂いによる脳の健康チェック（135名）

サンスター
グミの継続摂取による唾液分泌量検証（99名）

サンスター
口腔機能チェック（390名）

サラヤ
脈波測定装置（２回計232名）

大阪大学歯学部
アプリやガムを使った口腔機能測定（335名）

Kokorotics
スマートフォンを用いた歩行速度測定（87名）

グンゼスポーツ
国循と共同開発した運動機能改善プログラム
（32名）

兵庫医科大学
児童の呼吸筋力と運動習慣の関連性調査（２回
計68名）

カイセイ薬局
糖化度測定及びアンケート調査（183名）

エア・ウォーター
AGEs計測体験（266名）

明治安田生命
血管年齢測定及びアンケート調査（327名）

これまでの地域実証事業の実績

地域実証事業をコンスタントに実施

 参画企業を集めるために、健都ポータルサイトで広報を行っている
 市内のイベントでブース出展して、PR活動を行っている

12



13

２
ミッション

地域実証事業をコンスタントに実施

そもそも企業からの問い合わせは少ない事業であり、地域実証事業をしたい
企業探しに苦労しているが…

年間5件実施



健都を知ってほしい３つのミッション

ミッション１ 健都ヘルスサポーターの登録者数アップ

ミッション２地域実証事業をコンスタントに実施

ミッション３健都フェスの参加者数アップ
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延べ参加者数 特徴

健都フェス2022 集計していない
11月に健都各所で開催されるイベントに「健都フェス2022」と
冠を付けることで、統一感を演出

健都フェス2023 10,287人
各イベントの開催日を統一し、同日に健都関係者がイベントを実
施。
各会場をまわれば景品がもらえるウォークラリー（景品あり）も
実施。

健都フェス2024 23,475人
主催は吹田市、大阪府・摂津市は共催、と整理。
参画機関も増やした上で、前年以上に関係者同士の連携を強化。
ウォークラリー（景品あり）も実施。
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３
ミッション

健都フェス
健都の企業や研究機関が健康をテーマに、市民参加型のイベントを健都エリア全域で開催
 市民に健都を知ってもらい、健都関係機関と市民間とのつながりを創出する
 健都のまちとしてのにぎわいを創出する

健都フェスの参加者数アップ
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３
ミッション

広報
 市報すいたの裏表紙、市HP、市LINE、すいたんX、各企業HP
 ポスター掲示（市役所、図書館、VIERRA岸辺健都、阪急オアシス、駅前通路、大阪学院大学等）
 パンフレット配架（VIERRA岸辺健都）

吹ちゅ～ぶ

690回再生 884回再生

健都フェスの参加者数アップ
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（参考）参加者の年齢構成

（N=409）
（N=376）

アンケート
 イベントを知ったきっかけは「折込チラシ」が一番多く、次いで「市報」
 今後は、SNS等、デジタルでの周知に力を入れていく必要がある
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３
ミッション

健都フェスの参加者数アップ

ウォークラリーを実施するための景品集めに苦労しているが…

目標

30,000人

担当者の

延べ



目標を達成するために

委員の皆様のアドバイスを

お願いいたします！
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